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要約：   

遡及不可能事叙を使って確率モデルの安定性を求めた場合、同時に、待ち行列におけ  

る系内客数等の確率変数の平均の有限牲が和られる‘，  

§1．。遡及不可能事象  

待ち行列モデル等を  

x L＝「（x，，Ts¢，1二叩・S）  

の形に表現したとき、吸収過程x彗．が存紆す・る¢の領域M＊が定法る（，M＊が確率1の集合  

を含んでし†ることの純明手段として遡及小河能事故地は有効である。  

待ち行列モデルを上の形式で表現できたとして、‥。≦e（一l）≦¢（0）＜（0≦）e（l）≦‥・  

を客の到着とする。e（n）に到着した客は自分lヨ身のサーービス時間べクトノレて。を持ってくる  

とする。てe。＝e（tl十l）－¢（n）とおき、（一色。，Tて：n＝0，‥±い‥2，．‥）は定常過程でエルゴディッ  

クであるとする。また、E．Tミ＜…とする。   

遡及不可能事象はこの場合離散型で考えて、分解表示∧（n）＝M］（n）nM2（n）が可能とす  

る。ただし、Ml（11）は  

M．（n）＝．（¢Lx託¢，a）∈Yfbranyr≦tandal－ya∈文I  

なる集合Yをもつとする。この式でxR¢，a）はe（「）直前の状態がaのとき、e（l－）直前の状  

憶をさす。M2（Il）も次のようなも甲とする。I時点e（l－）直前の系の状態がbの卑き－、e（Ⅰ－＋1）－  

c（l－）が十分大きい場合を考えて、e（l－）からサ・・・一 ビスが行われ、e（l－）＋c（t），てミ）（＜e（n＋り）でサ  

・り－ビスが終了するとする。そして  

（：（11）＝SuP（C（t），て莞）：b（三Y〉  

Mヱ（1－）＝ニ†¢l（：（－－）＜T㌔I  

と償く。．A（11）がこのようなヰ）のであるとき、Pr（A（ll））＞0となっているとしよう。  

§2。遡及不可能事象生起間の長さ   

xっ1＝（ニミ’‾C（11）‥：‡・；一言（l－）  
とおくと、X．、㍑定常でエル：ゴディックである。よって  

⊥も  
¶＝いl  

xi皿±空＞ EXn  
ところで  

EX。＝JX。（¢（（り））dl）（（り）≦Jて㌔dl－（山）＜∞  

£た（二（】1）も定常でエルゴディγクであるから  

c（l、）／。む出ち0  
次に  
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（ 

1．：¢（蔓∧（Il）  

0：その他  
㌦＝  

とすれば、t。・も定常でエルゴディックになるから、・  

¶づ＝沖  

竹     ．           ∑．1＝1Ⅰ．（¢）／n・－－－－→EI。ニPr（A（0））＞0  
そこでIn（¢）＝1．となっているnを（∩＜）nl＜n2＜丁 ‥とすると  

i／n－ －⊥ヱ空 →  El。  

さらに  

鱒l＝e（nトト1）十C（niL＋1）’・～ e（nl）  

とおくと  

c（n…）－トC（ni．．，）ニニe（n．）十C（n．）十∑†＝l（X．．、＋Rn、）  
ノ  ノ   

この両辺をe（nl＿トl）で割ると  

富んj  

n＝．－  1  

e（n一寸・－）n－＋1  

＝l－EX（ノ′E㍉n  

．上って   

eぐ町中）‘l  

き尺恥 JこJ ′  

．R．、ノト 
旦中一  

⊥  
？J十I 已（化十－）  

上空㍉（Eてミ・－EX。）ノEI。  
§㌫，待ち時間  

吸収過程における待ち時間Wnは定常でエルゴディックであるから．  

¶●一ナか〇  

（W一斗・ 

となるく，遡及不可能寧象の作り方からe（n．）直前に系に客はいない。そこで各客はいづれ  

かの区間「e（nl）、e（n‥】））に滞在する。そこで、その区間内での待ち時間の最大  

をWma又とする。ならば、  

maX十・・・十 W  maX  

がいえるからEW。＜∞がいえる。   
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